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2020年から始まるイノベーションに備えよ！

医療ＩＣＴ3.0
～新時代の情報リテラシー

特集

「
皆
で
支
え
る
」仕
組
み
で 

在
宅
看
取
り
件
数
数
が
激
増

「
柏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
２
０
１
０
年

５
月
か
ら
５
年
間
の
協
定
を
結
び
、
①

在
宅
医
療
の
推
進
、
②
在
宅
医
療
を
担

う
医
療
・
介
護
職
の
育
成
、
③
生
き
が

い
就
労
・
生
き
が
い
支
援
―
―
な
ど
を

主
な
連
携
事
項
と
し
て
取
り
組
み
を
進

め
た
。
柏
市
医
師
会
も
積
極
的
に
参
加

し
、「
柏
市
在
宅
医
療
・
介
護
多
職
種

連
携
協
議
会
」を
発
足
。
さ
ら
に「
多

職
種
連
携
・
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
部
会
」

「
研
修
部
会
」「
啓
発
・
広
報
部
会
」を

設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

取
り
組
み
を
進
め
、
在
宅
医
療
・
介
護

の
基
盤
整
備
を
中
心
に
成
果
を
積
み
上

げ
て
い
っ
た
。

柏
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
に
は
月

平
均
46
・
１
件（
実
数
）の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
る
な
ど
、
取
り
組
み
が
地
域
で

浸
透
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
厚
生
労
働
省
の
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
の
項
目
の
多

く
に
柏
市
で
の
取
り
組
み
が
盛
り
込
ま

れ
る
な
ど
、「
モ
デ
ル
」と
し
て
の
役

割
も
果
た
し
て
い
る
。

ま
た
取
り
組
み
期
間
中
に
在
宅
療
養

支
援
診
療
所
は
14
軒
か
ら
31
カ
所
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
11
カ
所
か
ら

23
カ
所
に
増
え
、
在
宅
医
療
研
修
の
受

講
者
数
は
３
６
５
人
、
う
ち
医
師
は
54

人
に
の
ぼ
っ
た
。
さ
ら
に
患
者
自
宅
で

の
看
取
り
件
数
は
47
件
か
ら
１
８
９
件

と
約
４
倍
増
。
近
隣
の
他
市
・
地
域
が

多
く
て
20
件
前
後
や
10
件
以
下
で
推
移

し
て
い
る
の
に
比
べ
、
群
を
抜
く
伸
び

と
言
え
る
。

こ
の
背
景
に
は「
多
職
種
連
携
」の

仕
組
み
が
稼
働
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
計
画
当
初
か
ら
か
か
わ
っ
て

い
る
株
式
会
社
カ
ナ
ミ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
山
本
拓
真
代
表
取
締
役
社
長

は「
柏
市
に
こ
こ
ま
で
在
宅
医
療
が
根

2009年、千葉県柏市で柏市、東京大学、UR都市機構が立ち
上げた「柏市豊四季台地域高齢社会総合研究会」の取り組み
は「柏プロジェクト」として全国的に知られ、地域包括ケアシ
ステムのモデルケースとしても注目されている。それを支え
る重要な柱の一つが「情報共有システム」だ。

柏
市
豊
四
季
台
地
域
高
齢
者
社
会
総
合
研
究
会

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
／
株
式
会
社
カ
ナ
ミ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

1

ICTシステム
活用

山本拓真　株式会社カナミックネットワーク代表取締役社長
「柏プロジェクト」発足当初から主にシ
ステム開発の面でかかわっていますが、
印象的なのは、地域側の「懐の深さ」で
す。
このプロジェクトは東京大学や当社
などに対しても、柏市医師会や柏市役
所の福祉政策室の方々はとてもフレン
ドリー。診療が終わった後の夜間や土

日に会合を開いても、嫌な顔をせず、
参加していただいています。本当に頭
が下がります。
こうした方々の真摯な姿勢こそ、成

功の主因だと思います。
当社としてもここで培った経験を全

国に還元していく責任があると考えて
います。

　開発業者の声

(C) 2017 日本医療企画.
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づ
い
た
の
は
や
は
り『
皆
で
支
え
る
』

と
い
う
仕
組
み
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」と
語
る
。
そ
し

て
そ
の
仕
組
み
の
柱
の
一
つ
が
、
カ
ナ

ミ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
だ
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
を
支
え
る
」が 

シ
ス
テ
ム
の
基
本
指
針

柏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
あ
た
っ
て「
患
者
の

生
活
情
報
を
充
実
さ
せ
よ
う
」と
い
う

方
針
が
立
て
ら
れ
た
。

そ
こ
で
利
用
者
情
報
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
状
況
、
認
知
機
能
、
あ
る
い
は

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
等
や
食
事
・
水
分
・

排
泄
の
状
況
な
ど
、「
患
者
の
生
活
を

共
に
支
え
る
」た
め
に
必
要
な
情
報
の

共
有
を
念
頭
に
置
く
こ
と
に
な
り
、「
地

域
包
括
ケ
ア
を
支
え
る
在
宅
医
療
・
介

護
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
」と
し
て
進

化
し
て
い
っ
た
。

ま
ず
情
報
収
載
の
仕
組
み
だ
。
当
初

は「
チ
ャ
ッ
ト
形
式
」で
、
介
護
職
が

日
々
の
業
務
の
な
か
で
の
利
用
者（
患

者
）の
変
化
を
テ
キ
ス
ト
入
力
し
て
い

く
方
式
を
採
っ
て
い
た
が
、
記
入
量
が

膨
大
に
な
り
す
ぎ
た
こ
と
を
受
け
、
定

型
化
で
き
る
情
報
と
定
型
化
で
き
な
い

情
報
と
に
切
り
分
け
て
シ
ス
テ
ム
に
載

せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
身
体

情
報
、
医
療
の
状
況
、
生
活
機
能
、
服

薬
状
況
、
介
護
状
況
な
ど
３
０
０
項
目

に
集
約
化
し
、
必
要
に
応
じ
て
各
項
目

に
記
録
し
て
い
く
方
式
に
改
め
ら
れ
た

（
図
）。
そ
れ
ら
の
項
目
の
多
く
は
そ
の

後
、
多
く
の
医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
が

参
加
す
る
一
般
社
団
法
人
保
健
医
療
福

祉
情
報
シ
ス
テ
ム
工
業
会
の
Ｊ
Ａ
Ｈ
Ｉ

Ｓ
標
準
に
採
用
さ
れ
る
な
ど
、「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
」を
地

で
行
く
成
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。

さ
ら
に
現
場
の
要
望
に
応
じ
て
シ
ス

テ
ム
化
を
進
め
、「
主
治
医
・
副
主
治

医
の
設
定
」「
ケ
ア
レ
ポ
ー
ト
下
書
き
機

能
」「
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
サ
マ
リ
」「
口
腔

ケ
ア
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」な
ど
75
機
能

を
開
発
し
た
。「
当
社
が
病
院
医
療
よ

り
も
介
護
分
野
で
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を

中
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
も
お
役

に
立
て
た
一
因
で
す
。『
在
宅
を
支
え

る
た
め
に
必
要
な
機
能
は
何
か
』と
い

う
観
点
を
貫
け
ま
し
た
」（
山
本
社
長
）

こ
う
し
た
情
報
共
有
は
介
護
職
は
も

ち
ろ
ん
医
療
職
か
ら
も
好
評
で
、「
バ

イ
タ
ル
や
薬
の
管
理
状
況
が
確
認
で
き

て
よ
か
っ
た
」「
自
宅
と
は
違
う
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
の
人
と
の
や
り
と
り
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
薬
の
選
択
や

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
役
立
て
る
こ
と
が
で

図　患者・利用者ごとに作成される「部屋」

(C) 2017 日本医療企画.
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千葉県柏市は都心から約30km離れたベッドタウンとして発展し、
現在は人口約40万人、高齢化率24.5％。取り組みの中核地域であ
る豊四季台団地は高齢化率が40.3％となっている。
主体となる柏市豊四季台地域高齢社会総合研究会は、大都市周辺部
で急速に進む超高齢化に対応するため、産学官連携のプロジェクト
を展開することを念頭に、柏市、東京大学高齢社会総合研究機構
（IOG）、UR都市機構が2009年６月に発足。市民シンポジウムを
経て、10年５月に三者協定を締結した。在宅医療・介護の仕組み
と高齢者の自立をめざした就労支援の取り組みを地域包括ケアシス
テムとして構築することもめざしている。

柏市豊四季台地域高齢社会総合研究会の取り組み

在宅医療・介護情報共有システムで
地域包括ケアを支える

き
、
あ
り
が
た
か
っ
た
」と
い
っ
た
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

市
は「
顔
の
見
え
る
関
係
」の 

場
づ
く
り
を
果
た
す

２
０
１
７
年
１
月
現
在
で
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
の
利
用
件
数
は
２
５
５
件

で
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
稼
働
し
て
い
る

対
象
患
者
は
70
件
。
が
ん
23
件
が
含
ま

れ
て
い
る
。
柏
市
保
健
福
祉
部
地
域
医

療
推
進
室
の
船
越
泰
成
副
主
幹
は「
シ

ス
テ
ム
に
載
せ
る
場
合
は
患
者
さ
ん
に

市
か
ら
同
意
書
を
頂
く
仕
組
み
に
し
て

い
ま
す
が
、
登
録
件
数
が
多
け
れ
ば
よ

い
と
い
う
考
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必

要
な
人
に
必
要
な
支
援
を
提
供
す
る
の

が
原
則
。シ
ス
テ
ム
活
用
も
同
様
で
す
」

と
強
調
す
る
。

支
え
る
側
の
す
そ
野
も
着
実
に
広

が
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
発

行
者
数
は
１
２
７
１
人
、
事
業
所
数
は

２
９
３
カ
所
。
Ｉ
Ｄ
の
発
行
先
を
職
種

別
に
み
る
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

２
２
３
人
、
看
護
師
１
６
６
人
、
理
学

療
法
士
67
人
、
薬
剤
師
65
人
、
相
談
員

59
人
、
医
師
38
人
と
続
く
。「
生
活
を

支
え
る
職
種
の
方
々
が
多
く
参
照
し
て

も
ら
っ
て
い
る
証
拠
」と
船
越
副
主
幹

は
胸
を
張
る
。

船
越
副
主
幹
は「
顔
の
見
え
る
関
係
」

の
重
要
性
も
強
調
す
る
。
シ
ス
テ
ム
上

だ
け
の
関
係
で
は
、
本
当
の
情
報
共
有

は
生
ま
れ
な
い
と
い
う
考
え
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
か
ら
一
貫
し
て
お

り
、「
多
職
種
連
携
・
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
部
会
」に
は
医
師
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
看
護
師
ら
が
参
加
し
、
連
携

ル
ー
ル
の
作
成
や
個
別
症
例
の
検
討
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
関
係
が
あ
る

か
ら
こ
そ
情
報
共
有
は
進
む
の
だ
。

「
行
政
」が「
場
を
用
意
す
る
役
」と
し

て
か
か
わ
る
こ
と
で
、
医
療
と
介
護
の

垣
根
も
低
く
な
る
と
説
明
す
る
。
医
師

会
主
導
で
多
職
種
協
働
の
勉
強
会
な
ど

を
開
く
地
域
は
多
い
が
、
な
か
に
は
医

療
側
か
ら
の
一
方
的
な
情
報
発
信
で
終

始
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
あ
く

ま
で「
市
が
場
を
用
意
す
る
」と
い
う

立
ち
位
置
で
参
加
を
募
る
こ
と
で
、
医

療
と
介
護
が
横
一
線
の
立
場
で
集
ま
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

「
柏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
協
定
は
15
年

５
月
か
ら「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」「
健

康
づ
く
り
・
介
護
予
防
」を
新
た
な
連

携
事
項
に
加
え
て
３
年
間
、
延
長
さ
れ

て
い
る
。
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
も
い
っ

た
ん
は
保
留
さ
れ
た
電
子
カ
ル
テ
の
情

報
共
有
も
視
野
に
入
れ
る
な
ど
、
さ
ら

な
る
進
化
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
り
そ
う

だ
。

柏市保健福祉部地域医療推進室の船越泰成副主幹（左）と
株式会社カナミックネットワークの山本拓真代表取締役社長

(C) 2017 日本医療企画.




